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研究要旨 本研究の目的は、都道府県行政が主体となり、がん診療連携拠点

病院等を対象に緩和ケアの提供体制やその質に関する効率的かつ有用性の高

い実地調査を行う方法を開発し、その実効性等を検証する点にある。加えて、

「がんの緩和ケアに係る部会」における指摘された緩和ケアに関する課題に

ついての検討結果を踏まえ、対応方針として研究を実施する必要性が示され

た内容について、部会の指示に基づいた成果を戻すことを併せて進めること

を意図している。本年度は、緩和ケアの実地調査の現状を把握することと、

第 4 期がん対策推進基本計画でロジックモデルが採用される予定であること

から、緩和ケアに関するロジックモデルの採用を想定した調査計画を検討し

た。 

 

 

A．研究目的 
 がん対策推進基本計画においては、がんと

診断された時からの緩和ケアを推進すること

を掲げられている。しかし、均てん化に関し

ては、患者体験調査等を通して、提供されて

いる緩和ケアの質に施設間差があることが指

摘されてきた。そのため、適切な緩和ケアが

提供されることを目標に、第 3 期基本計画に

おいては、緩和ケアの「実地調査や遺族調査

等を定期的かつ継続的に実施し、評価結果に

基づき、緩和ケアの質の向上策の立案に努め

る」と記載されている。しかし、令和元年のパ

イロット調査から様々な課題が指摘され、未

だ実装に至っていない現状が明らかになった。

これらの課題を踏まえ、「がんの緩和ケアに係

る部会」において、具体的な実地調査の方法

の策定やマニュアルの作成等を行う方針が示

された。併せて、同部会においてあがったそ

の他の緩和ケアに関する課題についても、そ

れぞれ更なる研究を推進する必要性も生じて

いる。 

本年は、「がんの緩和ケアに係る部会」にお

いて指摘された実地調査に関する課題の整理

を行い、調査・介入の方向性を検討した。 

 

 

B．研究方法 
 分担研究者は各地域で緩和ケアに関するが

ん診療連携拠点病院の指導ないし、地域連携

に携わっていることから、関与している事例

を通しての課題や、関連する医療者から出た

意見等を踏まえて、集約をした。 

 

（倫理面への配慮） 

本研究は、業務の改善を目的に、関連情報

を収集するものであり、研究倫理の指針の

範囲外である。 

 

 

C．研究結果 
 分担研究者のグループでの検討より、実地

調査の課題には、 

① がん診療連携拠点病院の現況報告が実態

を反映していない課題 

② 都道府県担当者が臨床の実状を理解する

ことが難しく、何を評価すれば良いのか

が分からない課題 

③ がん診療連携拠点病院が医療圏での緩和

ケアの実状を把握し、どのような活動が

緩和ケアの質の向上に資するかを把握す

ることが難しい課題 

の３要素が絡むことが明らかとなった。 
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D．考察 
 緩和ケアにおける実地調査の改善を図る上

で、がん診療連携拠点病院の現況報告を改善

する対策と、都道府県とがん診療連携拠点病

院が拠点病院内・地域の緩和ケアの実状を把

握し共通理解を得るための対策と、２つの観

点から組み立てる必要が明らかとなった。 

 

 

E．結論 
 上記の 2 点に沿い、実地調査の現状整理と

具体的な介入方法を組み立てる予定である。 

 

 

F．健康危険情報 
 特記すべきことなし。 
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